
 

（参考）下関圏域の課題・将来のあるべき姿（山口県地域医療構想（H28.7）から転記） 

 

 

〇地域の医療提供体制の将来のあるべき姿（圏域別） 抜粋 

 

高度急性期・急性期機能 

○高度急性期、急性期医療の充実に向け、医療機関の再編を含めた医療機能の集

約化、機能分化・連携が必要です。 

○パンデミック発生時に入院治療が可能となる体制の整備が必要です。 

○救急搬送も含めた救急医療体制の充実強化が必要です。 

 

回復期機能 

○不足する回復期機能の確保を進めるため、回復期リハビリテーション病棟や地

域包括ケア病棟等の整備が必要です。 

○入院患者が急性期の医療機関から回復期の医療機関に円滑に移行できるよう、

医療機関間の連携体制の構築が必要です。 

○回復期医療の充実を図るため、回復期に特化した専門医の配置や、多様な患者

像に対応可能な医療従事者の育成が必要です。 

資料４－２参考資料 


